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講評  

 

１ 小問集合 

問 1 最大・最小の条件から 2 次関数を決定する典型問題。計算も難しいところがなく素直な問題でした。 

問 2 メネラウスの定理を用いて線分の⾧さの比を求める基本問題ですが、外分点が出てきたりなど問題

の読解ミスを誘うようなものとなっていました。 

 

２ 等式の変形から求める定積分の計算。問 3 が少し考えさせるものとなっていて，同タイプの問題の演

習経験がないと解きにくいと思われます。 

 

３ 座標平面の領域に含まれる格子点についての入試標準レベルの問題。問 2 以降が少し考えにくかった

かもしれません。 

 

４ 4 枚のコインを投げて表が出た枚数の最大値，最小値についての確率の問題。さいころを用いた試行

で同様の例題がよくみられるので，典型問題として処理できた受験が多かったのではないかと思われます。

ただ，数値計算はやや面倒な問題となっていました。 

 

問題の難易度については例年程度，ボリュームは例年よりやや少なめで 7 割が目標得点となるでしょう。 


